
今年は5年ぶりに夏祭りを開催しました。地域の
方や卒園したお友だち、保護者の方も招待しまし
た。ゲームや福引きをして、最後は盆踊り。「月
夜のポンチャラリン」を太鼓に合わせて踊り、と
ても盛り上がりました。

年長組さん、年中組さんが育てている野菜畑を探
検しました。子どもたちが「あ！」と指差した先
には、立派に育ったトマト、ナス、キュウリが。
野菜を持ちあげて大喜びでした。

7月26日に楽しみにしていた夏祭りを行いました。
宝さがしや水ヨーヨーのお店屋さんは大賑わい。
みんなの笑顔がいっぱいでした。お面をかぶっ
て、祭りの雰囲気が溢れていました。
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毎朝行っている朝礼。
その日の予定を各部署
から報告し、情報共有
に努めています。

7月30日にデザートの会をを行いました。つるんといただける「わらび
餅」を召し上がっていただきました。味はきな粉と抹茶の2種類用意しま
した。いっぷく畑で収穫された枝豆も振舞い、あっという間になくなり、
大好評でした。美味しいデザートの後は恒例のカラオケ大会。自慢の喉を
披露しました。

いっぷくの夏の風物詩と言えば、いっぷく畑で収穫された「枝豆もぎ」。
女性ご利用者を中心に、慣れた手つきで枝豆をもいでいきます。そして、
何より作業が早い！昔から夏は毎日枝豆もぎをされていたのだと話をされ
ていました。さっと茹でて新鮮なうちにいただきます。

■ 差し入れについて
ご面会時のご本人への差し入れは、ユ
ニットにてお預かりしております。施設
や職員へのお心遣いは遠慮しております
ので、ご理解とご協力をお願いします。

特養いっぷくのケア
施設が開設されて10月で22年目となります。特養いっぷくは、「ユニットケア」という当時、
最先端のケアを導入し、設備はもちろんのこと、これまでのやり方とは異なる介護技術、知
識を職員全員が学び取り組んできました。ユニットケアとは、「その人らしい生活の継続」
を目標に、自宅のような居住空間を作り、これまでの生活習慣やご利用者ひとりひとりの意
思を大切にしたケアをいいます。職員はご利用者の心身の状況や個性などを観察やコミュニ
ケーションなどから読み取り、ご利用者、ご家族の気持ちに沿った支援をしていくことを目
指します。開設からこれまで、ご利用者に一番近い存在である介護職員を中心に、研修など
でこのケアについて学び実践してきましたが、今年度は特に「ユニットケア推進委員会」を
立ち上げ、初心の気持ちで、ケアの向上を図っています。

コロナ禍から施設の雰囲気や職員の振舞い、表情を見
ていただける機会が減り、直接的な感想をいただくこ
とも少なくなりました。これからの施設運営の発展や
より良いサービスを実践していく中で、来訪される方
のご意見は励みになったり、変化のきっかけになりま
す。ぜひ、お気づきのことがありましたら、近くの職
員にお話いただいたり、ご意見用紙にご記入いただけ
ると幸いです。今後ともよろしくお願いいたします。


